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二

0

0
年
十
二
月
、
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
[
i
-

立
]
』
（
清

華
大
学
出
土
文
献
研
究
中
心
与
保
護
中
心
編
、
李
学
勤
主
編
、
中

西
書
局
）
が
刊
行
さ
れ
、
翌
二

0
―
一
年
一
月
下
旬
に
は
日
本
に

も
輸
入
さ
れ
た
。
こ
こ
に
収
録
さ
れ
た
の
は
、
『
手
至
』
『
手
詰
』

『
程
膳
』
『
保
訓
』
『
者
夜
』
『
周
武
王
有
疾
周
公
所
自
以
代
王
之

志
（
金
腔
）
』
『
皇
門
』
『
祭
公
之
顧
命
（
祭
公
）
』
『
楚
居
』
の
九

文
献
。中

国
出
土
文
献
研
究
会
（
旧
戦
国
楚
簡
研
究
会
）
で
は
、
直
ち

に
釈
読
作
業
に
取
り
か
か
り
、
二
月
十
一
日
・
十
二
日
の
両
日
、

大
阪
大
学
で
清
華
簡
に
関
す
る
第
一
回
の
研
究
会
を
開
い
た
。
こ

の
席
上
、
浅
野
裕
一
は
、
早
く
も
『
楚
居
』
全
文
の
釈
読
と
基
礎

的
な
考
察
を
披
露
し
、
他
の
メ
ン
バ
ー
も
解
題
と
初
歩
的
な
釈
読

の
成
果
を
発
表
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
正
式
に
分
担
を
決
め
、
福

田
哲
之
が
『
手
至
』
『
手
詰
』
を
、
湯
浅
邦
弘
が
『
程
膳
』
を
、
草

野
友
子
が
『
保
訓
』
と
『
祭
公
之
顧
命
（
祭
公
）
』
を
、
竹
田
健
二

が
『
者
夜
』
を
、
金
城
未
来
が
『
周
武
王
有
疾
周
公
所
自
以
代
王

清
華
簡
研
究
小
特
集
に
つ
い
て

中
国
研
究
集
刊
蜆
号
（
総
五
十
三
号
）
平
成
二
十
三
年
六
月
一
五
五
ー
一
五
六
頁

之
志
（
金
朦
）
』
を
、
福
田
一
也
が
『
皇
門
』
を
、
浅
野
裕
一
が
『
楚

居
』
を
担
当
す
る
こ
と
と
し
た
。

そ
れ
か
ら
一
ヶ
月
余
り
後
の
三
月
十
九
日

S
二
十
一
日
、
再
び

大
阪
大
学
で
研
究
会
合
の
機
会
を
持
ち
、
先
の
分
担
に
従
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
釈
読
作
業
の
成
果
を
発
表
し
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
。
そ
の
一
週
間
前
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、
被
災
地

と
な
っ
た
仙
台
に
居
住
す
る
浅
野
は
、
こ
の
研
究
会
に
参
加
し
な

か
っ
た
が
、
震
災
直
前
に
『
楚
居
』
の
論
文
を
稿
了
し
て
い
た
の

で
、
『
中
国
研
究
集
刊
』
に
投
稿
す
べ
く
、
そ
の
論
考
が
す
で
に
大

阪
大
学
に
届
け
ら
れ
て
い
た
。
メ
ン
バ
ー
は
、
こ
れ
に
大
い
に
刺

激
を
受
け
、
三
月
末
を
目
途
に
そ
れ
ぞ
れ
論
考
を
ま
と
め
る
こ
と

と
し
て
散
会
し
た
。

そ
し
て
、
三
月
末
、
予
定
通
り
全
員
か
ら
論
考
が
届
け
ら
れ
、

こ
れ
に
小
澤
賢
二
氏
の
投
稿
論
文
を
加
え
て
、
「
清
華
簡
研
究
小
特

集
」
が
組
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
清
華
簡
に
関
す
る
ま
と
ま
っ

た
論
文
集
と
し
て
は
、
初
の
業
績
で
あ
る
。
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も
っ
と
も
、
清
華
簡
の
全
容
が
公
開
さ
れ
る
の
に
は
、
今
後
相

当
の
歳
月
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。
清
華
簡
は
全
体
で
二
三
八
八
簡
、

六
十
種
以
上
の
文
献
が
含
ま
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
第
二
分
冊
以

降
の
公
開
状
況
に
よ
っ
て
は
、
こ
の
小
特
集
で
発
表
さ
れ
た
釈
読

に
つ
い
て
も
修
正
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
点
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
刊
行
さ
れ
て
か
ら
半
年
も
経
た
な
い
う
ち
に
、
そ
の

釈
読
と
基
礎
的
考
察
が
公
開
さ
れ
る
こ
と
に
は
一
定
の
意
義
が
あ

ろ
う
。
特
に
、
こ
の
第
一
分
冊
所
収
の
文
献
は
、
歴
史
学
の
観
点

か
ら
も
き
わ
め
て
意
義
深
い
特
徴
を
持
つ
。
『
手
詰
』
『
者
夜
』
『
周

武
王
有
疾
周
公
所
自
以
代
王
之
志
（
金
謄
）
』
の
よ
う
に
、
現
行
本

『
書
経
』
所
収
の
諸
篇
と
類
似
•
重
複
す
る
も
の
も
あ
り
、
ま
た
、

『
程
膳
』
の
よ
う
に
、
『
逸
周
書
』
に
そ
の
篇
名
だ
け
が
伝
え
ら
れ

て
い
た
も
の
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
『
楚
居
』
の
よ
う
に
楚
の
歴
史
と

国
都
の
変
遷
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
全
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る
も
の
も
あ
る
。
中
国
古
代
思
想
史
・
古

代
史
学
の
領
域
に
大
き
な
研
究
の
進
展
を
促
す
資
料
群
で
あ
る
と

言
え
よ
う
。
こ
の
小
特
集
が
清
華
簡
研
究
と
新
出
土
文
献
学
、
そ

し
て
中
国
学
研
究
の
進
展
に
、
些
か
な
り
と
も
貢
献
で
き
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。

（
中
国
出
土
文
献
研
究
会
湯
浅
邦
弘
）
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